
ＪＡＸＡタウンミーティングとは？ 
・ 地域の皆さまと直接お話をしながら日本の宇宙航空開発に 

 ついて考える「意見交換会」です。 

・ 講演やシンポジウムとは異なり、出席されている方の 

 お一人お一人がご意見を自由に述べていただけます。 

・ それに対してJAXAからも意見を出していくことになります。 

ご意見・ご提案、一緒に大いに語りましょう。 

このような意見のやりとりの積み重ねによって、将来の
宇宙開発や宇宙科学研究、航空技術開発につながるア
イデア、方針策定に役立てます。 



 
    
 

1.  発足 
平成15年10月、文部科学省傘下の3機関 
（宇宙科学研究所、航空宇宙技術研究所 
及び宇宙開発事業団）が統合して発足 
 

2.  規模 
職員数 １，５２５名  
     （平成２７年４月１日現在） 

予算額 １，５４１億円  
     （平成２７年度当初予算） 
 

3.  事業所等 所在地    
調布（本社）、御茶ノ水（東京事務所）、 
筑波、相模原、種子島、内之浦、角田 他 
 

ＪＡＸＡの概要 
国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構 



国家予算におけるJAXA予算の割合 

JAXA 
11% 

科学技

術振興

費 

１％ 

科学技術振興費に占める
JAXA予算 
（平成27年度予算） 

国家予算に占める 
科学技術振興費 
（平成27年度予算） 



現状のJAXA予算規模はNASAの約１割、ESAの約３割 

2014年度ベースでの比較 
 
1米ドル＝100円、1ユーロ＝140円で換算  欧州宇宙機関（ESA） 

宇宙航空研究開発機構（JAXA） 

米国航空宇宙局（NASA） 

米国、欧州との宇宙機関予算規模比較    
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インターネット等からの寄附金の募集と使途  

 平成２４年４月から、宇宙航空研究開発を応援してくださるお気持ちを 
広く受け入れるため、寄附金制度を拡充してインターネット等から簡易に 
実施できる寄附金の募集を開始しました。 

◆寄附金総額 平成28年1月末現在で 

           68,078,201 円 
 
◆「はやぶさ２」に対するご寄附は、「はやぶさ２」 
 ミッションのより確実な実施のために追加搭載した 
 小型モニタカメラ製作費等に充てさせていただきまし 
 た。 

◆現在募集中の寄附金 
 ・「はやぶさ２」   ・最先端の宇宙科学研究 
 ・「きぼう」日本実験棟の利用 
 ・静かな旅客機を実現するフクロウ（FQUROH) 
  プロジェクト 
 ・地球の未来をリードする技術研究（宇宙エネル  
  ギー利用システム、デブリ） 
 ・イプシロンロケット     など 



油井亀美也宇宙飛行士、7月23日（打ち上げ）から 
12月11日まで国際宇宙ステーションに長期滞在。 

こうのとり5号機を8月19日に打ち上げ。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずは、宇宙ステーション関係ですが、油井亀美也宇宙飛行士が、今月から12月まで国際宇宙ステーションに長期滞在予定です。宇宙ならではの環境を活かし、病気の解明や医薬品の開発につながる医学実験や高品質なタンパク質結晶を作る実験など、多数の実験を行う予定です。また、補給機「こうのとり」5号機を8月16日に種子島宇宙センターより打ち上げる予定です。宇宙への定期便として、暗黒物質ダークマターを調べる実験装置CALETや多目的ラックなどの大型の荷物、小動物飼育装置などの実験装置を宇宙ステーションに運びます。



はやぶさ２地球スイングバイを12月3日に実施。 
あかつきの金星周回軌道への投入を12月7日に実
施。 
X線天文衛星「ひとみ」（ASTRO-H）を2016年2月
17日に打ち上げ。 

（画像提供：池下章裕） 

はやぶさ２ ひとみ（ASTRO-H） 

あかつき 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次は宇宙科学関係のイベントですが、12月3日に、みなさまから応援をいただいております「はやぶさ２」が地球スイングバイを行う予定です。小惑星への到着は2018年ですが、現在のところ、順調に航行中です。また、金星探査機あかつきが、今年12月7日、金星周回軌道への投入に再び挑戦します。さらに、X線天文衛星ASTRO-Hを今年度中に打ち上げることが決まっております。



ソニックブーム低減のための実証実験を７月に実施。 

D-SEND#2超音速試験機 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に航空関係です。この夏、超音速旅客機実現の課題であるソニックブームを低減させるための 実験プロジェクトを開始しています。航空機が超音速で飛行する時、ソニックブームと呼ばれる衝撃波が発生し、窓ガラスが割れたり、爆音が生じたりします。コンコルドがビジネスとして成功しなかったのも、ソニックブームが一因と言われています。「静かな超音速旅客機」の実現に向け、スウェーデンの実験場にて、JAXA独自の「低ソニックブーム設計概念」を用いて設計したこちらの超音速試験機を気球から分離し、飛行状態でのソニックブーム計測を試みます。ご期待ください。【参考】http://www.aero.jaxa.jp/research/frontier/sst/



H3ロケット 

基幹ロケット高度化 
強化型 
イプシロン 
 ロケット 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そのほか、今年度に行う開発について紹介します。まず、ロケット関係ですが、基幹ロケット高度化プロジェクトは今年度飛行実証を予定しています。H3ロケットは2020年の打上げに向けて基本設計を実施中です。2013年に試験機の打上げに成功したイプシロンロケットは、2号機に向けて強化型イプシロンロケットの開発を進めています。



ジオスペース探査衛星「ERG」 

水星探査ミッション 
BepiColombo 

先進光学衛星 光データ通信衛星 

温室効果ガス観測衛星2号 

超低高度衛星技術試験機 
 

気候変動観測衛星 
 

地球観測衛星（欧州と共同） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に人工衛星関係ですが、地球観測衛星ではGOSAT-2（ゴーサットツー）、SLATS（スラッツ）、GCOM-C（ジーコムシー）、EarthCARE（アースケア）を打上げに向けて開発しています。EarthCAREは、欧州宇宙機関との国際共同プロジェクトです。科学衛星ではジオスペース探査衛星「ERG」、惑星探査衛星としては水星探査ミッションのベビコロンボの開発を進めています。また、先進光学衛星、光データ通信衛星の開発検討にも着手しています。何故このような宇宙航空へのチャレンジが必要なのか、JAXAを取り巻く環境 の変化を踏まえ、世の中が抱える課題解決へのJAXAの取り組みについて、この後 奥村理事長より皆様にお話しいただきます。
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ＪＡＸＡ発足 
新生ＪＡＸＡが 

目指すもの 

＜２０１３年１０月＞ 

ＪＡＸＡ１０周年 

“強み”の伸長 

技術の 
発展・先導 

社会への 
価値提供 

技術基盤 
の獲得 

失敗・ 
教訓 

新生ＪＡＸＡが目指すもの 



 

•日本は宇宙探査にどのように取り組むべ
きと思いますか？ 

 

•どんな人工衛星が必要だと思いますか？ 
 

•どんな航空機の技術開発が必要だと思い
ますか？ 

皆さまのご意見をお聞かせください 



= 50社 

= 10社 

=  1社 

= 50社 

= 10社 

=  1社 

宇宙機器産業 
事業所数 

宇宙利用産業 
事業所数 

◎ 

大樹航空宇宙実験場 

◎ 

能代多目的実験場 

◎ 

角田宇宙センター 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 
◎ 

６ 

２ 
４ 

３ 
１ 

７ 

５ 

１ 本社 調布航空宇宙センター 
２ 東京事務所、大手町分室 
３ 筑波宇宙センター 
４ 相模原キャンパス 
５ あきる野実験施設 
６ 地球観測センター 
７ 勝浦宇宙通信所 

臼田宇宙空間観測所 

種子島宇宙センター 
増田宇宙通信所 

内之浦宇宙空間観測所 

◎ ロケット、衛星の開発や部品製造を行った企業（宇宙機器産業）と、宇宙を利用する企業 
（宇宙利用産業）などについて、ＪＡＸＡ産業連携センターが調査しまとめた。 (2012年3月現在） 

◎ 

名古屋空港飛行研究拠点 

関西サテライトオフィス 

都道府県別宇宙関連事業所 総数 

北海道 5   大阪府 21 

青森県 1   兵庫県 11 

岩手県 1   京都府 7 

宮城県 2   滋賀県 4 

秋田県 0   奈良県 2 

山形県 1   和歌山県 1 

福島県 6   鳥取県 0 

東京都 176   島根県 0 

神奈川県 44   岡山県 0 

埼玉県 15   広島県 5 

千葉県 9   山口県 1 

茨城県 12   徳島県 0 

栃木県 11   香川県 1 

群馬県 11   愛媛県 3 

山梨県 3   高知県 0 

新潟県 3   福岡県 1 

長野県 7   佐賀県 0 

静岡県 9   長崎県 9 

富山県 3   熊本県 0 

石川県 1   大分県 1 

福井県 2   宮崎県 0 

愛知県 62   鹿児島県 9 

岐阜県 11   沖縄県 1 

三重県 3   合 計 475 

  宇宙機器産業強化に向けた連携事業 

 ～宇宙産業との連携深化～ 主な宇宙関連企業 事業所の所在地 



米国、欧州との宇宙機関予算規模比較    
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現状のＪＡＸＡ予算規模は、ＮＡＳＡの約１割、ＥＳＡの約３割 

1米ドル＝100円、1ユーロ＝140円で換算 

17,647 

（億円） 

5,743 

1,545 
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